
業界団体が報告書中・印での普及の課題
　
「
日
本
製
鋼
材
の
普
及
の
カ
ギ
は
コ
ス
ト
と
納

期
、
技
術
サ
ー
ビ
ス
に
あ
り
」
―
。
特
殊
鋼
メ
ー

カ
ー
の
業
界
団
体
で
あ
る
特
殊
鋼
倶
楽
部
の
市
場

開
拓
調
査
委
員
会
は
、
中
国
と
イ
ン
ド
の
自
動
車

部
品
お
よ
び
建
設
機
械
部
品
業
界
の
現
地
調
達
動

向
に
関
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
日
本
製
の
特

殊
鋼
鋼
材
に
つ
い
て
、
品
質
面
で
は
高
い
評
価
が

得
ら
れ
た
も
の
の
「
中
国
、
イ
ン
ド
と
も
高
価
格

と
納
期
の
長
さ
、
不
安
定
さ
が
採
用
の
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

日本の特殊鋼

品質面では高い評価

コ
ス
ト
と
納
期
が
ネ
ッ
ク
に

　
両
国
の
自
動
車
、
建
機
メ

ー
カ
ー
計
９
社
・
団
体
に
現

地
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

し
た
。
い
ず
れ
の
回
答
で
も

日
本
材
の
品
質
に
対
す
る
不

満
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
、

高
い
評
価
が
得
ら
れ
た
。

　
そ
の
半
面
、
価
格
は
割
高

で
中
国
の
場
合
は
他
国
か
ら

の
輸
入
材
と
比
べ
る
と
１

当
た
り
４
０
０
―
１
０
０
０

元
程
度
高
く
、
中
国
材
と
比

べ
れ
ば
１
０
０
０
―
２
０
０

０
元
高
い
と
い
う
。
イ
ン
ド

で
は
、
現
地
材
と
比
べ
て
同

１
万
―
２
万
円
程
度
高
く
、

さ
ら
に
輸
入
関
税
が
加
わ
る

と
い
う
。

　
納
期
の
長
さ
と
い
う
問
題

も
あ
る
。
「
イ
ン
ド
で
は

２
、
３
カ
月
前
に
な
ら
な
い

と
受
注
量
が
予
測
で
き
な
い

の
に
、
日
本
の
特
殊
鋼
は
５

―
７
月
前
に
発
注
す
る
必
要

が
あ
る
」

イ
ン
ド
の
日
系

自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー

。

「
出
荷
か
ら
の
デ
リ
バ
リ
ー

タ
イ
ム
は
国
内
製
品
よ
り

日
く
ら
い
長
い
」

中
国
の

建
機
メ
ー
カ
ー

。

　
も
う
一
つ
、
特
に
中
国
で

課
題
と
さ
れ
た
の
が
技
術
サ

ー
ビ
ス
。
貿
易
商
社
に
は
求

め
が
た
く
、
メ
ー
カ
ー
と
も

連
絡
が
困
難

中
国
の
自
動

車
部
品
メ
ー
カ
ー
団
体

。

「
日
本
材
で
は
技
術
的
な
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
な
場
合
メ
ー

カ
ー
と
連
絡
が
取
り
に
く

い
。
ド
イ
ツ
と
米
国
の
方
が

技
術
サ
ー
ビ
ス
が
い
い
」

中
国
の
建
機
部
品
メ
ー
カ

ー
団
体
。特
に
大
口
の
需
要

家
に
対
し
て
は
、
現
地
鉄
鋼

大
手
が
技
術
サ
ー
ビ
ス
を
積

極
化
し
て
い
る
と
い
い
、
日

本
材
と
の
差
別
化
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

　
報
告
書
で
は
ほ
か
に
も
、

現
地
の
統
計
資
料
な
ど
を
基

に
、
自
動
車
と
建
機
メ
ー
カ

ー
の
生
産
能
力
な
ど
最
新
動

向
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

現
地
調
達
比
率
な
ど
の
定
量

的
な
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
統

計
が
な
い
た
め
把
握
が
難
し

い
と
し
て
い
る
。

　
総
じ
て
、
中
国
で
は
国
内

勢
に
よ
る
供
給
体
制
は
一
通

り
の
品
種
で
整
っ
て
い
る
模

様
だ
。
一
方
イ
ン
ド
で
は
、

国
内
メ
ー
カ
ー
の
供
給
体
制

が
高
張
力
鋼
ハ
イ
テ
ン
な

ど
一
部
に
限
ら
れ
て
お
り
、

輸
入
な
ど
に
頼
る
部
分
が
大

き
い
。
今
後
、
「
イ
ン
ド
メ

ー
カ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
拡
大
や

海
外
ミ
ル
の
イ
ン
ド
進
出
の

動
向
次
第
で
は
、
大
き
く
現

地
調
達
に
傾
く
可
能
性
が
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

非鉄大手の 年度上期 ４－９月 地金生産計画
社　　名 銅 亜鉛 鉛

ＰＰＣ
　 　
　 　

住友金属鉱山
　 　

三菱マテリアル
　 　

古河機械金属
　 　
　 　

三井金属
　
　 　

ＤＯＷＡホール
ディングス 　 　

東邦亜鉛
　 前後
　 前年同期 　

注：上段は生産量トン 下段カッコ内は前年同期実績比増減率％

ア
ジ
ア
・
北
米
で
営
業
強
化
照
明
関
連
事
業
に
重
点
朝
日
ラ
バ
ー

林田さん

ス
ズ
キ
プ
レ
シ
オ
ン

　
ス
ズ
キ
プ
レ
シ
オ
ン
は
医
療
や
半
導
体
、
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
っ
た
最
先
端
の
製
品
開
発
分
野

で
高
度
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
超
微
細
切

削
加
工
の
極
限
に
挑
み
続
け
て
い
る
。
同
時
に
、
品

質
管
理
体
制
の
構
築
に
万
全
を
期
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
１
だ
け
で
な
く
、
医
療
機
器
製
造
に
特
化

し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
４
８
５
も
認
証
取
得
し
て
い
る
。

　
同
社
が
最
も
得
意
と
し
て
い
る
の
は
、
生
体
適
合

性
に
優
れ
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
医
療
器
具
へ
の
適

用
が
増
大
し
て
い
る
チ
タ
ン
合
金
の
切
削
加
工
。
ま

た
、
患
者
の
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
る
低
侵
襲
医
療

に
貢
献
す
る
器
具
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
る
。
単
孔

式
内
視
鏡
下
手
術
用
デ
バ
イ
ス
、
内
視
鏡
鉗
子
孔
か

か
ん
し

ら
挿
入
可
能
な
病
変
・
臓
器
・
リ
ン
パ
節
け
ん
引
用

デ
バ
イ
ス
な
ど
、
次
々
と
成
果
を
生
み
出
し
て
い

る
。

東
鋼

　
東
鋼
は
医
療
用
工
具
、
人
工
関
節
施
術
時
に
人
骨

を
加
工
す
る
た
め
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
工
具
を
扱
う
。

同
社
は
特
殊
精
密
切
削
工
具
メ
ー
カ
ー
と
し
て
自
動

車
、
航
空
機
、
工
作
機
械
、
弱
電
、
文
具
、
食
品
な

ど
の
業
界
で
、
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
問
題
解
決
型

企
業
の
評
価
を
得
て
い
る
。
そ
こ
で
、

年
間
に
わ

た
っ
て
培
っ
て
き
た
技
術
・
技
能
と
シ
ス
テ
ム
を
医

療
業
界
に
役
立
て
る
べ
く
投
入
。
そ
れ
は
工
具
の
開

発
・
設
計
と
い
う
技
術
提
供
、
１
本
か
ら
の
製
作
対

応
、
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に
合
わ
せ
た
短
納
期
を
実
現

・
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
図
面
に
忠
実
な
再

現
性
の
あ
る
確
か
な
モ
ノ
づ
く
り
の
技
能
で
あ
る
。

　
最
近
で
は
東
京
大
学
と
の
共
同
研
究
を
は
じ
め
、

動
力
計
や
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
な
ど
の
検
査
・
評

価
機
器
を
導
入
・
充
実
さ
せ
、
「
患
者
さ
ま
の
負
担

に
な
ら
な
い
優
し
い
工
具
」
の
開
発
を
目
指
し
て
い

る
。

日
本
ト
ム
ソ
ン

　
日
本
ト
ム
ソ
ン
は
ニ
ー
ド
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
、
直
動

案
内
機
器
お
よ
び
精
密
位
置
決
め
テ
ー
ブ
ル
を
手
が

け
る
総
合
軸
受
メ
ー
カ
ー
。
同
社
の
直
動
案
内
機
器

「
Ｃ
ル
ー
ブ
リ
ニ
ア
ウ
ェ
イ
Ｌ
　
Ｍ
Ｌ
」
は
小
型
な

が
ら
も
安
定
し
た
精
度
・
剛
性
が
得
ら
れ
る
。
ま

た
、
独
自
の
潤
滑
部
品
「
Ｃ
ル
ー
ブ
」
を
内
蔵
し
、

長
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
を
実
現
。
半
導
体
・
液

晶
関
連
製
造
装
置
な
ど
の
幅
広
い
用
途
で
、
優
れ
た

性
能
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
、
同
社
は
Ｍ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
に
「
超
ロ
ン
グ
ユ

ニ
ッ
ト
Ｍ
Ｌ
Ｌ
」
を
追
加
。
Ｍ
Ｌ
Ｌ
は
従
来
の
最
長

ユ
ニ
ッ
ト
Ｍ
Ｌ
Ｇ
よ
り
も
１
・
３
倍
長
い
構
造
で
、

負
荷
容
量
が
１
・
３
倍
、
走
行
時
の
振
れ
も
大
幅
に

向
上
し
、
よ
り
高
精
度
・
高
剛
性
な
送
り
機
構
を
実

現
す
る
。
断
面
高
さ
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
製
品
と
同
一

寸
法
で
、
大
幅
に
設
計
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
機
械

装
置
の
性
能
向
上
が
可
能
で
あ
る
。

注目企業の製品・技術〈順不同〉

　
非
鉄
大
手
７
社
に
よ
る
銅
や
亜
鉛
な
ど

の
２
０
１
１
年
度
上
期

４
―
９
月

の

生
産
量
が
、
東
日
本
大
震
災
で
主
要
な
製

錬
所
が
被
災
し
た
影
響
で
減
少
す
る
見
通

し
だ
。
銅
は
前
年
同
期
比
２
割
減
の
約

万

、
亜
鉛
は
同
１
割
減
の
約

万

と

見
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
被
災
で
稼
働
を

停
止
し
た
銅
や
亜
鉛
な
ど
の
製
錬
所
は
７

月
中
に
復
旧
し
、

年
度
第
２
四
半
期

７

９
月
期

は
生
産
能
力
が
ほ
ぼ
震

災
前
の
状
態
に
回
復
す
る
。

非鉄７社の４―９月生産量
主
要
製
錬
所
被
災
で
減
来
月
以
降
通
常
生
産
へ

汚れつきにくく・落ちやすい
衣
料
用
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
素
材

制服・スポーツ・インナー向け帝人ファイバー

▲水
は
し
み
込
み

左

、
油
を

は
じ
く

右

　
帝
人
フ
ァ
イ
バ
ー

大
阪
市

中
央
区
、
福
島
敏
秀
社
長
、
０

０
８
８
・
２
２
・
０
１
７
５

は

日
、
汚
れ
が
つ
き
に
く

く
、
落
ち
や
す
い
衣
料
用
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
素
材
「
ダ
ス
ト
ッ
プ

Ｓ
Ｐ
」
を
開
発
し
た
と
発
表
し

た
。
吸
水
・
吸
汗
性
と

油
性

は
つ

を
両
立
し
た
素
材
で
、
柔
ら
か

な
布
の
風
合
い
も
特
徴
。
高
い

防
汚
機
能
が
求
め
ら
れ
る
制
服

や
、
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ン
ナ
ー
用

に
提
案
し
、
２
０
１
３
年
度
に

１
・
５

幅
品
で
年

万

の

販
売
を
目
指
す
。

　
節
電
の
た
め
に
空
調
の
利
用

を
抑
え
た
環
境
で
は
皮
脂
の
汚

れ
を
防
ぐ
衣
料
素
材
の
需
要
が

あ
る
と
見
て
、

年
秋
物
に
も

出
荷
で
き
る
よ
う
準
備
し
た
。

現
在
は
国
内
で
の
生
産
で
、
今

後
タ
イ
の
基
幹
生
産
拠
点
で
の

生
産
も
計
画
す
る
。
価
格
は
１

当
た
り
５
０
０
―
１
０
０
０

円
。

　
新
製
品
は
、
水
を
通
す
が
油

を
通
さ
な
い
フ
ッ
素
系
の
被
膜

を
繊
維
の
１
本
ず
つ
に
施
し

た
。
汗
や
水
が
繊
維
に
近
づ
く

と
、選
択
的
に
吸
収
す
る
。被
膜

の
厚
み
は
約
１
０
０

ナ

ノ
は

億
分
の
１
の
た
め
、柔

ら
か
な
風
合
い
に
で
き
た
。

　
従
来
の
油
も
水
も
は
じ
く
防

汚
素
材
は
、
通
気
性
が
悪
く
、

ご
わ
つ
き
が
あ
っ
た
。

本
格
稼
働
再
開
を
延
期
夏
期
の
節
電
対
策
で
新
日
鉄
住
金
ス
テ
ン
レ
ス
鹿
島
の
光
輝
焼
鈍
炉

　　 ２０１１年 平成２３年 ６月２９日 水曜日 　　 （ ）

　
【
さ
い
た
ま
】
朝
日
ラ
バ

ー
は
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ

Ｅ
Ｄ

用
の
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ

ム
製
カ
バ
ー
キ
ャ
ッ
プ
な
ど

照
明
関
連
事
業
で
ア
ジ
ア
・

北
米
地
域
の
営
業
体
制
を
強

化
す
る
。
年
内
に
も
中
国
上

海
市
の
上
海
駐
在
事
務
所
を

営
業
所
に
格
上
げ
す
る
ほ

か
、
米
イ
リ
ノ
イ
州
の
北
米

販
売
子
会
社
の
人
員
を
増
強

す
る
。
自
動
車
や
照
明
の
市

場
規
模
拡
大
を
受
け
た
も
の

で
、
中
国
事
業
の
拡
大
を
目

指
す
。
海
外
売
り
上
げ
は
国

内
で
の
次
世
代
製
品
開
発
の

原
資
に
す
る
方
針
だ
。
上
海

事
務
所
を
営
業
所
に
格
上
げ

し
、
中
国
現
地
の
日
系
自
動

車
メ
ー
カ
ー
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

機
器
メ
ー
カ
ー
へ
の
営
業
や

技
術
支
援
を
強
化
す
る
。

　
北
米
販
売
子
会
社
「
Ａ
Ｒ

Ｉ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」

は
従
来
の
営
業
担
当
者
に
加

え
、
今
年
に
入
り
現
地
で
営

業
担
当
を
１
人
採
用
し
た
。

７
月
に
も
日
本
か
ら
営
業
担

当
を
１
人
派
遣
し
、
計
３
人

体
制
に
す
る
。
北
米
で
新
規

開
拓
を
進
め
る
ほ
か
、
新
た

に
欧
州
で
の
市
場
調
査
を
始

め
る
。
今
後
、
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
連
合

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

地
域
で
も
販
売
子
会
社
の
設

立
を
検
討
す
る
方
針
だ
。

　
同
社
の
照
明
関
連
事
業

は
、
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
に
蛍

光
体
を
配
合
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
用

キ
ャ
ッ
プ
や
シ
リ
コ
ー
ン
樹

脂
レ
ン
ズ
が
主
力
。
シ
リ
コ

ー
ン
ゴ
ム
は
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と

の
組
み
合
わ
せ
で
多
用
な
色

を
出
せ
る
た
め
、
幅
広
い
用

途
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
同
社
は
工
業
用
ゴ
ム
製
品

が
主
力
。
２
０
１
４
年
３
月

期
に
照
明
関
連
事
業
の
売
上

高
を

年
３
月
期
比
１
・
２

倍
の

億
円
に
引
き
上
げ
る

こ
と
を
目
指
す
。

根
本
的
見
直
し
を

　
▽

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
議
論
は
前
提
が
大
き

く
変
わ
っ
た
。
国
民
全
体
に

関
わ
る
問
題
で
、
政
局
を
か

ら
め
ず
に
根
本
的
に
見
直
す

こ
と
が
必
要
」
と
主
張
す
る

の
は
、
日
本
鉄
鋼
連
盟
会
長

の
林
田
英
治
さ
ん
。

　
▽

従
来
、
再
生
可
能
エ

ネ
の
全
量
買
い
取
り
に
は
電

炉
会
社
な
ど
へ
の
負
担
軽
減

措
置
が
必
要
と
主
張
。
今

回
、
原
発
も
含
め
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
見
直
し
が
不
可
避

な
中
で
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標

も
見
直
す
べ
き
」
と
鉄
鋼
業

界
の
巻
き
返
し

を
狙
う
。

　
▽

た
だ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
根
本
か
ら

見
直
す
に
は
時
間
が
必
要
。

当
面
は
「
電
力
問
題
で
製
造

業
の
海
外
進
出
が
加
速
す
る

か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
を
一

番
懸
念
し
て
い
る
」
と
い

う
。

　
新
日
鉄
住
金
ス
テ
ン
レ
ス

は

日
、
東
日
本
大
震
災
を

受
け
て
停
止
し
て
い
る
鹿
島

製
造
所

茨
城
県
鹿
嶋
市

の
光
輝
焼
鈍
炉
の
本
格
稼
働

再
開
を
、
当
初
予
定
の
７
月

末
か
ら
９
月
末
に
延
期
す
る

と
発
表
し
た
。
復
旧
作
業
自

体
は
７
月
末
で
終
了
す
る
も

の
の
、
東
京
電
力
管
内
で
の

節
電
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
本
格

再
開
を
延
期
。光
製
造
所
山

口
県
光
市

で
の
代
替
生
産

を
継
続
す
る
。
鹿
島
製
造
所

は
、八
幡
製
造
所
北
九
州
市

八
幡
東
区

で
製
造
し
た
熱

延
鋼
板
を
材
料
に
、
ク
ロ
ム

系
ス
テ
ン
レ
ス
薄
板
の
冷
延

鋼
板
や
酸
洗
鋼
板
を
生
産
す

る
。
震
災
で
設
備
が
停
止
し

た
も
の
の
、
光
輝
焼
鈍
炉
以

外
の
設
備
は
す
で
に
稼
働
を

再
開
。
光
輝
焼
鈍
は
光
製
造

所
で
代
替
生
産
し
て
き
た
。

　
７
月
末
の
光
輝
焼
鈍
炉
復

旧
後
も
９
月
末
ま
で
光
で
の

代
替
生
産
を
継
続
。
鹿
島
の

圧
延
設
備
で
し
か
作
れ
な
い

一
部
の
エ
ン
ボ
ス
加
工
品
の

み
、
休
日
に
光
輝
焼
鈍
炉
を

動
か
し
て
鹿
島
で
生
産
す

る
。
光
輝
焼
鈍
炉
の
稼
働
延

期
と
併
せ
、
ほ
か
の
設
備
で

も
稼
働
時
間
の
夜
間
シ
フ
ト

な
ど
で
、
工
場
全
体
の
ピ
ー

ク
時
電
力
の

％
削
減
に
め

ど
が
つ
い
た
と
い
う
。
　

５
月
の
ア
ル
ミ

圧
延
品
生
産

％
減

万

マ
イ
ナ
ス
幅
縮
小

　
日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
協
会

吉
原
正
照
会
長

古
河
ス

カ
イ
社
長

は

日
、
５
月

の
ア
ル
ミ
圧
延
品
生
産
量
が

前
年
同
月
比
０
・
４
％
減
の

万
９
１
０
８

だ
っ
た
と

発
表
し
た
。
３
カ
月
連
続
の

前
年
同
月
割
れ
と
な
っ
た
も

の
の
、
需
要
期
を
前
に
し
た

飲
料
向
け
缶
材
の
増
産
な
ど

を
受
け
、
マ
イ
ナ
ス
幅
は
縮

小
し
た
。

　
板
類
の
出
荷
は
缶
材
が
同

・
４
％
増
の
４
万
３
５
２

１

と
３
カ
月
ぶ
り
に
増
加

に
転
じ
た
。
夏
季
の
電
力
削

減
に
備
え
生
産
を
前
倒
し
し

た
た
め
で
、
５
月
と
し
て
は

過
去
最
高
。
た
だ
自
動
車
向

け
は
同

・
３
％
減
の
８
４

９
６

と
５
カ
月
連
続
で
マ

イ
ナ
ス
。
輸
出
も
同

・
２

％
減
の
１
万
３
７
６
３

と

４
カ
月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
。

　
押
出
類
の
出
荷
は
建
設
向

け
が
同

・
５
％
増
の
３
万

５
９
２
４

と

カ
月
連
続

の
プ
ラ
ス
だ
っ
た
が
、
依
然

と
し
て
低
水
準
で
推
移
。
自

動
車
向
け
が
同

・
２
％
減

の
７
３
１
０

と
３
カ
月
連

続
の
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。

ト
ル
コ
に
現
法

三
菱
樹
脂

　
三
菱
樹
脂

東
京
都
中
央

区
、
吉
田
宏
社
長
、
０
３
・

３
２
７
９
・
３
７
０
０

は

日
、
ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
に

日
付
で
現
地
法

人
「
三
菱
樹
脂
ユ
ー
ロ
ア
ジ

ア
」
を
設
立
し
た
と
発
表
し

た
。

　
７
月
１
日
か
ら
営
業
を
始

め
、
ア
ル
ミ
樹
脂
積
層
板

「
ア
ル
ポ
リ
ッ
ク
」
を
は
じ

め
同
社
グ
ル
ー
プ
製
品
を
販

売
す
る
。
２
０
１
５
年
度
に

売
上
高
約

億
円
を
目
指

す
。

　
銅
の
製
錬
所
は
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
の
小
名
浜
製
錬
所

福
島
県
い
わ
き
市

な
ど

３
拠
点
が
震
災
後
に
操
業
を

停
止
し
た
。
こ
の
う
ち
パ
ン

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
カ
ッ
パ
ー

Ｐ
Ｐ
Ｃ

の
日
立
精
銅
工

場

茨
城
県
日
立
市

、
Ｄ

Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
小
坂
製
錬

秋
田
県
小
坂

町

は
、
そ
れ
ぞ
れ
４
月
中

に
操
業
を
再
開
。
生
産
設
備

が
損
傷
す
る
な
ど
被
害
が
大

き
か
っ
た
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル

小
名
浜
製
錬
所

福
島
県
い

わ
き
市

は
、
７
月
１
日
に

操
業
再
開
の
見
込
み
。

　
国
内
で
１
年
間
に
生
産
さ

れ
る
銅
地
金
は
約
１
５
０
万

２
０
１
０
年
度

で
、

電
線
が
約

万

、
伸
銅
品

が
約

万

、
約

万

が

輸
出
向
け
と
な
っ
て
い
る
。

震
災
後
の
国
内
生
産
量
の
落

ち
込
み
に
対
し
、
非
鉄
各
社

は
「
輸
出
を
抑
え
る
な
ど
し

て
国
内
の
需
要
に
応
え
た
」

大
手
幹
部

。
今
後
は
エ

ア
コ
ン
や
復
興
需
要
を
背
景

と
し
た
住
宅
向
け
の
需
要
増

も
見
込
ま
れ
る
が
、
「
地
金

が
足
り
な
い
と
い
う
心
配
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い
」

伸

銅
品
業
界
関
係
者

と
い

い
、
供
給
不
足
の
懸
念
は
無

さ
そ
う
だ
。

　
亜
鉛
も
震
災
直
後
は
操
業

停
止
に
よ
る
供
給
不
足
が
懸

念
さ
れ
た
が
、
設
備
に
大
き

な
損
傷
が
見
ら
れ
な
か
っ
た

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
秋
田
製
錬

秋
田
市

は
、
４
月
に
操
業
を
再
開
。

６
月
上
旬
に
三
井
金
属
の
八

戸
製
錬
所

青
森
県
八
戸

市

、
東
邦
亜
鉛
の
小
名
浜

製
錬
所

福
島
県
い
わ
き

市

が
そ
れ
ぞ
れ
操
業
再
開

に
こ
ぎ
着
け
た
。

　
亜
鉛
は
自
動
車
向
け
の
亜

鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
が
主
用
途

で
、
震
災
後
は
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
減
産
し
た
こ
と
か
ら

供
給
不
足
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
一
方
で
、
「
供
給
責
任

を
果
た
す
た
め
輸
入
を
す
る

な
ど
し
て
対
応
し
た
」

亜

鉛
精
錬
メ
ー
カ
ー

。

　
今
後
は
震
災
か
ら
の
復
旧

が
進
み
、
最
終
的
な
供
給
先

と
な
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や

電
機
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
需
要

増
が
見
込
ま
れ
る
。
た
だ
、

国
内
製
錬
所
が
の
生
産
能
力

が
７
月
以
降
回
復
す
る
こ
と

か
ら
、
銅
と
同
じ
よ
う
に
、

供
給
体
制
の
不
安
は
無
さ
そ

う
だ
。


